
 

 
 

 大学生ワークショップ結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

■当日の各グループのまとめ 

Ａグループ 

・将来の居住地は全員が県内（実家や勤務地の近く）を希望していた。 

・小学校教諭、医療及び介護職を希望する学生が多くいたことから、「交

通」、「買い物・遊ぶ」等の他グループと共通する意見のほか、子ども食

堂や学童保育、病院の充実等に関する意見もみられた。 

・また、「仕事」については職場が選べるくらい選択肢があると良い、「暮

らし」については程よく田舎・程よく都会が良いといった意見があった。 

Ｂグループ 

・将来の居住地はこれまで育った環境への愛着等から、県内を希望する学

生が多かったが、一部は、県外で仕事を充実させたいという学生もいた。 

・「公共交通（バス・電車）」、「道路」、「商業充実」等の他グループと共通

する意見があったが、交流できる場所や学習できる場所を求める意見も

みられた。また、「商業」については、デリバリーサービスやネットショ

ッピングができるようになると良いとの意見もあった。 

Ｃグループ 

・理想のライフスタイルとして、仕事・住まい・結婚観については様々な

意見があったが、休日はゆっくり過ごしたい、趣味の時間をつくりたい

等、ゆとりある暮らし方を希望する意見がみられた。 

・「商業・娯楽」、「交通」等の他グループと共通する意見のほか、遊具のあ

る公園、自然を感じられる公園等、公園や広場の整備に関する意見もあ

った。 

Ｄグループ 

・他のグループと同様、「商業」や「交通」に関する意見もみられたが、理

想のライフスタイルとして、全員が仕事と家庭（子育て）の両立を挙げ

ていたことから、子育て環境や仕事環境の充実・改善に関する意見が多

かった。 

・また、観光スポットや自然環境を活かしたイルミネーション、市外に向

けて魅力を伝える情報発信等の観光に関する意見もあった。 

■まとめ（東近江市で理想の暮らし方（ライフスタイル）を実現するために必要なこと） 

〇交通利便性の向上 

 （近江鉄道、ちょこっとバス等の利便性向上（料金、本数、ルート等）、道路の整備 等） 

〇商業・娯楽機能の強化 

 （大型複合商業施設の立地、駅周辺や商店街の活性化、ナショナルチェーンの誘致、個性的な個店の立

地、ネットショッピング・デリバリーサービスの充実 等） 

〇交流できる場・居場所づくり 

 （多種多様な公園の整備（スポーツができる、遊具がある、無料等）、勉強できる場所・地域サロン 等） 

〇その他のキーワード 

 （子育てしやすい、障害者の方も住みやすい、自然をいかす、観光スポットや名所、情報発信 等） 

 

■当日の様子 

 

■事後アンケートの主な意見（「東近江市のまちづくりに対してお考えがあれば、ご自由にお書きください」の記入内容） 

  

〇もっと楽しく遊べる場所が増えてほしい。 

〇自然をいかした革新的なまちづくりが必要だと思う。 

〇自然がいっぱいなのでそこは残してほしい。 

〇障害者の就労支援にもう少し力を入れて取り組んでほしい。 

〇デリバリーサービスやネットショッピングという案はすごく良いなと思った。店を作るだけではなくて

ネットの活用がとても大切だと思った。高齢者が多い東近江市にとっては大切だと感じた。 

〇ちょこっとバスの本数を増やしてほしい。愛東や永源寺にはコンビニが少ないと感じている。便利な暮

らしを実現するには都市部以外にも目を向けてほしい。近江鉄道は ICOCA を使えるようにしてほしい。 

〇能登川駅前がもう少し発展することで、人の集客があると思うので、いつか実現してほしい。 

日 時：令和６年１１月２１日（木）１７：１５～１９：００ 

場 所：東近江市市役所 301 会議室 

出席者：びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部、びわこリハビリテーション専門職大学 学生 20 名 

     ※参加学生のうち、市内出身：14 名、県外から市内下宿：２名、県内他市町から通学：４名 

手 法：ワークショップ 

テーマ：①10 年後の理想の暮らし方（ライフスタイル）」を考えよう！ 

     ②東近江市で理想の暮らし方（ライフスタイル）を実現するためには？」を考えよう！ 
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